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― executive processとmanagement process再考―











































































る専門的機関が管理者ないし管理組織(executives or executive organizations)だと読み取れることだ。

















































































































































であって管理者ではない。管理者は第一義的に組織の有効的、能率的運営(the effective or efficient opera-












































Adjusts of cooperative systems are adjustments in the balance of the various types of organizational activi-
ties. ……… These adjustment processes become management processes, and the specialized organs are














































The executive functions serve to maintain as a system of cooperative effort. They are impersonal. The func-
tions are not, as so frequently stated, to manage a group of persons. I do not think a correct understanding of
executive work can be had if this narrower, convenient, but strictly speaking erroneous conception obtains. It
is not even quite correct to say that the executive functions are not to manage the system of cooperative ef-
forts. As a whole it is managed by itself, not by the executive organization, which is a part of it. The functions
with which we are concerned are like those of the nervous system, including the brain, in relation to the rest of
the body. It exists to maintain the bodily system by directing those actions which are necessary more effective-
ly to adjust to the environment, but it can hardly be said to manage the body, a large part of whose functions


















藤井はまずa system of cooperative effortに対する庭本の「協働努力の体系」という訳語の不適切性
を指摘するが、それ以上にそれを組織と解釈した上で、managementの意味を引き出した点を問題に
する。以下も藤井自身の言葉で語ってもらうことにしよう。
a system of cooperative effortも、筆者自身の訳文に示したように、「一体となった協働しようとする努
力」というほどの意味にとるのが自然というものであろう。管理職能がそれを維持する主体的機能であっ
て(前記)、管理過程はその機能が遂行される過程(前記)というのは首背できるが、the system of
cooperative effortsを「組織」と解釈した上で、“As a whole it is managed by itself, not by the executive or-



















また、「the system of cooperative effortsを『組織』と解釈した上で、“As a whole it is managed by
40
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であって管理者ではない。管理者は第一義的に組織の有効的、能率的運営(the effective or efficient opera-






















































































management processを遂行する専門機関が管理者と管理組織(executives and executive organiza-
tions)であるような説明構造になっているから尚更である。
もちろん、「協働システムの適応は、さまざまな組織活動を均衡させる適応である」とのバーナー
ドの説明や、「管理者や管理組織の担う管理職能やリーダーシップは、組織が対象であり、現場を含
む組織それ自体が環境を識別・認識し、環境に働きかけて、協働システムに環境適応させる」、「組織
の調整主体ないし管理主体は全体としての組織それ自体であり、まさに自己組織である」との私達の
理解からしても、管理者と管理組織が関与するのは組織である。その組織が自らを均衡させ環境適応
して、協働システムの環境適応を実現するプロセスがmanagement processであるとき、結果的には
組織が「環境適応」としてのmanagement機能を担い、管理者および管理組織も間接的にそれに関与
することになる。
いずれにしても、環境変化と、存続をめざした組織および協働システムの環境適応が、バーナード
理論の出発点であり、理論前提である。飯野はそれを「個人と組織の統合」命題に落とし込んで語
り＊26、庭本は意味論と生命論として展開した＊27。バーナード自身も、オートポイエティックな視点
からそれを内的に捉えた顧客を含む組織定義をはじめ、組織均衡論、戦略的要因の理論、組織経済論、
道徳的創造論などにより、一貫して環境適応を追求している。そうだとすれば、アダム・スミスの
『国富論』に度しか出てこない「見えざる手」とは比べられないにしても、主著で僅かに箇所、
事実上は箇所しか登場しないmanagement processもまたバーナード理論に占める位置は大きいと
いわねばならない。それは、バーナード自身の理論展開を超えて、第節でも述べたように、経営戦
略論の形成に大きな影響を及ぼしたことも忘れてはならないだろう。
